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研究成果の概要（和文）：中国語、ベトナム語、韓国語、フランス語話者の日本語発話リズムを、特殊拍を含む単語を
用い、韻律変数の比較を中心に分析し検証した。どの言語も、日本語レベルが中以上の学習者の発話においては、個々
の韻律変数単独では、日本語母語話者とのリズムの差はでなかった。しかし高い韻律制御にかかわらず、非母語話者の
発話と判定された。外国語訛の判定には、発話リズムに加え、音素の調音など、複数の要素がかかわっていると推測さ
れる。

研究成果の概要（英文）：This study investigated speech rhythm produced by native and non-native Japanese s
peakers, using durational variables which are used to categorize languages by their speech rhythm. We coll
ected Japanese read speech data of native speakers of Chinese, Vietnamese, Korean and French. We have accu
mulated 343 Japanese words containing tokushu-haku, which are geminate consonants, moraic nasals, long vow
els, /CjV/ sequences, and devoiced vowels. The speakers' Japanese utterances were segmented and analyzed b
y durational variables: (1) durational ratios, (2) standard deviation, (3) coefficient of variation, (4) p
airwise variability index, and (5) average of normalized voice onset asynchrony.
 The analyses of these durational variables showed that individual variables were not effective enough to 
differentiate between native and non-native Japanese speakers' speech rhythm. At least two or often more t
han three variables were required to discriminate between the native and non-native groups.   
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
非日本語母語話者である日本語学習者が

外国語(L2)として日本語を習得する場合、そ
の発話リズムの難しさが１つの障害になっ
ている。特に日本語においては、長母音・促
音・撥音等の特殊拍等を含む重音節の習得は、
発話リズムの知覚・生成ともに難しいことが
指摘されてきた。加えて拗音の有無や母音の
無声化などが、さらに発話リズムの習得を困
難にしている。 
 この特殊拍を含む重音節は通常 2モーラで
構成されている。日本語の発話リズムの単位
であるモーラと平仮名・片仮名とは密接に関
係しているため、重音節の習得困難性は単な
る音声知覚・生成の問題にとどまらず、平仮
名・片仮名での誤表記、その誤表記による仮
名漢字変換の誤り、さらには単語の意味の取
り違え等、日本語学習上での様々な弊害を生
じさせている。 
 さらにどの言語においても、母語話者は
個々の音素の発音よりも発話リズムなどの
韻律面での正確さを音声評価において重視
すること、および上級学習者で流暢にターゲ
ット言語を話す話者であっても、第一言語
(L1)の韻律特性の影響が L2 の知覚・産出の
両面にみられることはよく知られている。特
殊拍を含む重音節の知覚・生成両面での習得
は、日本語学習者にとっても、指導者にとっ
てもきわめて重要な課題である。しかし、何
がいわゆる外国語アクセントの要因になっ
ているのか、どの音声的要因が韻律習得の妨
げになっているのか、詳細は解明されていな
い。本研究は、第二言語習得における韻律、
特に発話リズムにかかわる音声的要因の特
定を試みた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本語学習者が第二言語として

日本語音声を習得する際に、その音声知覚・
生成に対し、第一言語の特性がどのような影
響を及ぼすかを解明するものである。日本語
はモーラを基本的発話リズムの単位とし、長
短母音、促音、撥音、拗音、無声母音を含む
拍など、日本語学習者にとって習得が困難な
特徴を多く持つ。本研究では、この困難性が、
日本語学習者の母語の韻律特性のどの部分
に起因しているのかを、言語の韻律変数を使
い解析した。特に習得が困難とされる特殊拍
（長母音、促音、撥音、拗音）の生成に焦点
を当て、これらに対し L1 の特性であるリズ
ム、アクセント等の韻律特性および音素や音
節などの音韻構造がどのような影響を及ぼ
すか調査した。また近年、L1 における発話
リズムの研究で拍、音節、フットなどの韻律
単位とともに、新しく提唱されている%V, ΔV, 
ΔC, PVI 等発話リズムを示す韻律変数（セク
ション３参照）の解析を L2 習得の見地から
調査し、これらが韻律類型化の有効な変数で
あるかを検証した。これらの韻律変数に関す
る科学的知見を得、さらに従来から提唱され

ているモーラ、シラブル、フット、フレーズ
などの韻律単位及び新しく提唱されている
変数の有効性を検証した。以上の研究結果に
基づいて、日本語音声習得の要となる韻律特
性を総合的に明らかにし、L1 の特性に合わ
せた科学的・効果的な日本語音声教育方法の
確立への寄与を目指したものである。 
 

３．研究の方法 
本研究は大きく分けて(1) L1 韻律特性別の

L2 日本語の発話の収集と分析、(2) 新しい韻
律変数の有効性の検証、(3) 実験結果の解析
と L2 日本語韻律習得及び日本語音声教育へ
の提言、からなる。 

被験者としては、韻律特性の異なる言語を
L1 とする中～上級下レベルの日本語学習者
及び日本語母語話者である。発話データの収
集および分析は、                      
①日本語学習者の日本語の発音の音素及び
韻律上の問題点の特定 
② L1 発話リズムの基本単位の日本語の韻律
発話への影響 
③ L1 別の日本語学習者の日本語の発話リズ
ムの分析と比較 
④ 言語韻律変数と発話リズムの検証 
⑤ 結果を基に、L2 としての日本語の韻律指
導法と教材開発への提言を試みる。 
分析対象言語は、日本語と韻律特性の異な

る(a) 中国語、(b) ベトナム語、(c) 韓国語、
(d) フランス語とし、対照データとして日本
語（関東南部方言）母語話者が同じテスト語、
フレーズ、文章を録音したものを用いた。今
回研究の対象とした四つの言語は、中国語と
ベトナム語がトーン言語、韓国語とフランス
語がフレーズアクセント言語で、四言語すべ
てがシラブルをリズムの基本単位としてお
り、モーラをリズムの基本単位としピッチア
クセントでプロミネンスを表す日本語とは
韻律特性が異なる。また四言語とも、リズム
の分析対象の中心とした促音に該当する音
韻現象はない。研究当初の予定では、ベトナ
ム語話者ではなくタイ語話者の日本語の発
話リズムの分析を計画していたが、データ収
集を予定していた 2011 年のタイ国内情勢を
鑑みて、タイでのデータ収集を諦め、タイ語
と韻律体系が近いベトナム語に変更した。ま
た日本に留学中の英語話者のデータも東京
で収集したが、英語話者の殆どが家族とは英
語以外の言語でコミュニケーションをとる
バイリンガルに近い話者で、純粋なモノリン
ガルの英語話者の数が少なく、他の英語話者
に比べて年齢が高かったため、分析の対象か
ら外し、参考データとし、ここでは上記の四
言語の結果を報告する。 
研究の手始めとして、上記①として 2011

年度以降行う発話データ収集実験の音声特
性と音韻環境を特定するための予備調査を
行った。先行研究では第一言語の韻律特性、
特に発話リズムの基本単位が日本語のいわ
ゆる特殊拍の発話、知覚に影響を与えている



ことが明らかになっているが、発話リズムが
異なる様々な言語話者を対象にした日本語
の発話実験を行うために、日本国内の日本語
教育機関で日本語を教える教員を対象とし
た発音に関するアンケート調査を行い、103
人から、21 言語の学習者に関する結果が得ら
れた。データの収集をした五言語も、中国語
（54 件）、韓国語（27 件）、フランス語（8 件）、
英語（5 件）、ベトナム語（2 件）話者に関し
て、数にばらつきがあるものの複数の回答が
得られた。アンケート調査の分析を元に、(2) 
~ (4)を以下の方法で検証した。 
②では、①の結果と合わせて、実験対象言

語の音素体系、韻律体系、リズム単位、アク
セント体系をまとめ、発話実験のテスト語及
びテストフレーズの選定をした。 
 ③では、(1)と(2)のアンケート結果を基に、
日本語学習者が発音上問題とする(i)長短母音
（「カード」/kaado/ vs. 「角」/kado/ 等） (ii) 
促音（「切った」 /kiQta/ vs. 「来た」/kita/ 等）、
(iii) 撥音（「感度」/kaNdo/ vs.「角」/kado/ 等）
(iv) 拗音（「貨車」/kasja/ vs. 「菓子屋」/kasija/ 
等）、(v) 有声・無声阻害音（「格」/kaku/ vs. 
「額」/gaku/ 等）、の特殊拍を含むの日本語
の単語 343 語を「これは（テスト語）だと思
います」というキャリア文に入れ、35 語ずつ
9回と最後の回のみ 28語に分けて発音しても
らった。キャリアフレーズに埋め込んだテス
ト語は、一文ずつコンピューターのモニター
に提示され、被験者は一文一文の録音の開始
と終了を自分でキーボードのスペースキー
を押して、一文ずつ録音した。読み間違えた
場合は、ファイルの最後にやり直してもらっ
た。予備データとして日本語と被験者の母語
の「北風と太陽」を録音した。録音は(a)中
国語話者は台湾銘傳大学応用日本語学科、世
新大学日本語文学科、淡江大学日本語文学科
(b) ベトナム語話者はハノイ市とホーチミ
ン市在住の日本語学習者、(c)フランス語話
者はフランスボルドー第三大学の日本学科
の学生、(d) 韓国語話者は祥明大学日本語文
学科の学生を被験者として収録した。被験者
は平仮名と片仮名が問題なく読め、基本的な
会話ができる、日本語レベル中～上級者であ
る。録音は録音室がある場合は録音室、無い
場合は、会議室や学習室など静かな部屋で行
った。日本語母語話者の録音は、東京の国立
国語研究所の録音室で収録した。いずれの録
音もコンデンサーマイク(SONY ECM-999)と
USB オーディオインターフェース(Roland 
UA-25)を用いて、量子化ビット数 16bit、標本
化周波数 48KHz でデジタル録音をした。 
 ④では、①～③の結果をもとに、昨今新し
い発話リズム類型化の変数として提唱され
ている %V, ΔV, ΔC, PVI 等を抽出し、これら
の変数がL1の韻律のL2韻律習得へ影響を検
証するのに有効であるか否かを検証した。検
証した変数は以下の表１のとおりである。 
 
 

表１．リズム類型化変数（大局的変数） 

大域的
変数 

定義 

%V 100*(母音部の時間長)/ 
(全音声の時間長) 

V/C (母音部の時間長)/ 
(子音部の時間長) 

ΔV 母音部の時間長の標準偏差 
ΔC 子音部の時間長の標準偏差 
ΔAll 母音部・子音部の時間長の 

標準偏差 
VarcoV 母音部の時間長の変動係数 
VarcoC 子音部の時間長の変動係数 

VarcoAll 母音部・子音部の時間長の 
変動係数 

 
表２．リズム類型化変数（局所的変数） 

局所的 
変数 

定義 

VrPVI 母音部をセグメントとした
rPVI 

CrPVI 子音部をセグメントとした
rPVI 

AllrPVI 母音部と子音部をセグメントと
した rPVI 

VnPVI 母音部をセグメントとした
nPVI 

CnPVI 子音部をセグメントとした
nPVI 

AllnPVI 母音部と子音部をセグメントと
した nPVI 

 
⑤では、リズム単位、アクセント体系及び④
の新しい韻律変数別に、韻律特性別の日本語
の韻律の問題点を検証した。これらの変数が
韻律類型として信頼できる変数であるなら
ば、L1 のみならず L2 の生成面でも何らかの
影響が見いだせるはずである。また結果に基
づいた学習モデルと指導法、および教材開発
への理論的提言を試みる。  
 
４．研究成果 
(1) 発話データ 

日本語発話音声は、中国語母語話者 28 名、
フランス語母語話者 24 名、ベトナム語母語
話者 24 名、韓国語話者 10 名、英語話者 13
名（於東京）の音声発話データを収集した（英
語話者のデータに関しては上記「３．研究の
方法」参照）。またコントロールデータとし
て、日本語母語話者 12 名の発話データの収
集を東京で行った。発話データはポーズが入
ったものや読み間違えなどデータ分析に使
えなかったもの以外に、現在可能な限りのセ
グメンテーションを行っているが、セグメン
テーションが終了し次第、日本語学習者の特
殊拍発話データベースとして公開する予定
である。 

 



(2) 日本語促音の発話の誤りの時間的特徴 
 収録した音声データのうち、2，3 モーラ長
の非促音を含む日本語単語30 語およびそれ
とミニマルペアをなす3，4 モーラ長の促音を
含む日本語単語30 語の合計60 語の日本語母
語話者10 名および非日本語母語話者である
中国語母語話者10 名，ベトナム語母語話者10 
名，韓国語母語話者10名，のデータを分析し
た。録音した単語における促音・非促音の閉
鎖区間の時間長と，subword の時間長すなわ
ち閉鎖区間の先行モーラから後続モーラまで
の時間長の2つの 変数を用いて，日本語母語
話者の促音・非促音の生成範疇境界を判別分
析により求めた。さらにその生成範疇境界を
用いて非日本語母語話者の促音と非促音の判
別分析を行った結果，韓国語，中国語，ベト
ナム語の全ての非日本語母語話者において，
非促音が促音に誤って判別される割合は約
25%に及んだ(図１)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1．非日本語母語話者の破裂音の促音・非促
音の誤判別率 
 
これは非日本語母語話者の非促音の発音誤

りがかなり頻繁に生じることを示しているが、
subword 中の各セグメントのどのような時間
的特徴によって非促音の発音誤りがもたらさ
れるのか、日本語母語話者10 名が発声した各
単語音声の先行モーラ・閉鎖区間・後続モー
ラおよびsubword の時間長を測定し，それぞ
れの時間長の平均を求め、非日本語母語話の
各単語音声の同値と比較検証した。 
その結果、先行モーラに関しては，ベトナ

ム語母語話者以外は日本語母語話者との時間
長の差は無く，閉鎖区間・後続モーラは，ど
の非日本語母語話者でも日本語母語話者より
も時間長が長い傾向があった（図2） 。 
続いて、日本語母語話者10 名と中国語、ベ

トナム語、韓国語話者が発声した各単語音声
において，先行モーラ・閉鎖区間・後続モー
ラの各時間長をsubword の時間長で除算し各
セグメントの時間長の比率を求め，それぞれ
の時間長の比率の平均を求めた。図3からわか
るように、全ての非日本語母語話者において，
先行モーラでは日本語母語話者よりも時間長
の比率が小さく，閉鎖区間では日本語母語話
者よりも時間長の比率が大きく，後続モーラ
では日本語母語話者と時間長の比率がほぼ同

じである傾向がある。発声速度の影響を取り
除いた時間長の比率という観点から見ると，
非日本語母語話者において非促音を促音に誤
って発声する原因は，促音の主たる特徴であ
る閉鎖区間が相対的に長いことばかりでなく，
先行モーラが相対的に短いことにもあると推
測される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2. 日本語話者と非母語話者の促音破裂音
の閉鎖区間と前後のモーラ長の比較 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3. 日本語話者と非母語話者の先行モー
ラ・閉鎖区間・後続モーラの時間長の比率の
平均値を基準としたときの非日本語母語話者
における時間長の比率の差 

 
(3) 言語韻律変数と発話リズムの検証 

発話リズムタイプにより言語を類型化す
るため表１に上げられている大域的変数
（%V, V/C, ΔV, ΔC, ΔALL, VarcoV, VarcoC, 
VarcoAll 等）と、表２の局所的変数（PCI と
nPVI）を求め、母語の違いによる特殊拍を含
む日本語の発話リズムに違いがみられるか
検証した。日本語母語話者と中国語母語話者
の発話リズムの分析結果、大域的変数と局所
的変数を単独で用いた場合、母語の判別率は
70％以下と低かった。しかし、ΔALL と
VarcoALL の二つの大局的変数を組み合わせ
ると、母語の判別率は 95.8%と非常に高くな
った。つまりこれまでの母語の発話リズムの
特徴を表すとされる変数は、第二言語の発話、
特に比較的流ちょうな上級話者のリズムの
韻律特徴を表すのには不十分で、複数の変数
の組み合わせを検証する必要があるらしい



ことが示唆された。特に中国語話者の被験者
の日本語力は全体的に非常に高く、日本語能
力試験 N1 を持っている被験者が多かったこ
とも、単独の変数では日本語母語話者との区
別ができなかった理由の一つであろう。 
 さらに、ベトナム語話者を加えた変数の分
析では、表１と表２の変数に加え、"Voice 
Onset Asynchrony (VOA)" と ”標準化した 
VOA の平均値 (m_nVOA) ”を加え、発話リズ
ムの識別を行った。の三つの変数を用いると、
ベトナム語話者の日本語と日本語母語話者
の日本語の識別は、VOA と m_nVOA に%V
を加えた三つの変数を用いると 6.2%のエラ
ー率で識別できた（図３）。しかし、これら
の変数を用いても、台湾人中国語話者の日本
語との識別には十分ではなかった。これは、
ベトナム語話者と台湾人の日本語レベルの
差が理由の一つとなっていると思われる。台
湾人被験者の殆どが日本語能力検定 N1 の保
持者であったが、ベトナム人被験者は N3 レ
ベルの被験者が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３. m_nVOA と%V の変数を用いた日本語
母語話者とベトナム語母語話者の日本語発
話リズム の比較 
 
さらにフランス語母語話者のデータの分

析においても、変数に関しては同様の結果が
得られた。フランス語には中国語やベトナム
語と同様促音がなく、また母音の長短に音素
的区別も弁別機能もない。またフランス語の
発話リズムの基本単位はシラブル、日本語は
モーラと、リズム体系も異なる。 
フランス語話者の発話リズムは小局的変

数を検証するまでもなく、大局的変数の値を
日本語話者の変数の値と比較すると、フラン
ス語話者の日本語発話では、％V の値が日本
語話者の％V と比べて低い。これは第一言語
であるフランス語自体が、シラブルを基本と
する発話リズムであるため、％V が日本語よ
り小さく、その影響が表れたと推測される。
またフランス語はΔC が通常日本語よりも大
きいが、今回の結果では、日本語話者のΔC
と比べて値が大きい傾向がみられるものの、
テスト語の型によっても多少違いがみられ、

単独変数の比較だけでは、リズムの全体像を
つかむことは難しく、複数の変数を組み合わ
せて見る必要があることが分かった。 

 
(4) リズムの知覚への影響  
 日本語力の高い非母語話者が発声した日本
語音声と，日本語母語話者が発声した日本語
音声とを日本語母語話者が聞き分けられるか
否か、収集した両グループの発話データを使
い聴取実験を行った。その結果，非日本語母
語話者の音声に音素の間違いや言い淀みがな
いにもかかわらず日本語母語話者と非日本語
母語話者を95.4％という非常に高い確率で区
別することができた。しかし聴取実験で刺激
として用いた音声について母音部・子音部の
時間長の標準偏差（ΔAll）と変動係数(Varco 
ALL）の二つの変数を組み合わせて母語の判
別分析を行ったところ，判別率は57.5％とな
り，日本語母語話者と非日本語母語話者を区
別することができなかった。これらの結果は，
Δ All やVarcoALLなどの時間長にかかわる音
響特徴ではなく，それ以外の音響特徴の差に
よって生じる自然性の低下に，日本語母語話
者が敏感に反応している可能性が高いことを
示唆している。 
 
(5)日本語音声教育への提言 
これらの結果から、非日本語母語話の発話

リズムは日本語母語話者の発話リズムとは
異なり、韻律変数も母語話者の値とは異なる
ものの、一つの変数だけでは母語話者と非母
語話者とを明確に区別するには不十分であ
った。これは非母語話者の日本語レベルが比
較的低い話者のデータにおいても当てはま
る。つまり、音素など一つ一つの音の調音や
前後の音の遷移など、発話リズム以外の音声
的要素も、知覚的上外国語アクセントと取ら
れる要因であろう。外国語の音声教育には、
音素などの調音と、リズムなどの韻律の教育
の両方を行う必要がある。今回の研究は主に
単語レベルの検証であったことが、非母語話
者にとって比較的日本語話者に近い韻律変
数の値となった可能性もある。今後はフレー
ズなど、大きな単位でのリズムの検証を試み
たい。 
 
(6)今後の予定 
 日本語母語話者と非母語話者(言語により
13人から28人)の日本語発話を収録したが、分
析に予想以上の時間がかかり、全部のデータ
のセグメンテーションにはあと2か月ほどを
要する。約半分のデータを元にした分析では
あるが、L2日本語韻律の大体の傾向は得られ
た。データ全部のセグメンテーションを終え
た段階で、分析を見直し、音声データはコー
パスとして、公開するつもりである。 
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